























































ポイント上回る結果となった。一方、2018 年 12 月に報告された日本財団の「不登校傾向にある子ど



















紀要 第 20 号 9
 本論文では、稚内北星学園大学が地域貢献として活動している「教たま数学教室」「豊富町学びの教
室」の２つの学習支援活動を通じて、学習意欲を高める児童生徒の学びのあり方と PDCA サイクル（ミ







め、不登校児童生徒数の割合の推移として 1991 年度以降の変化を示したものである。 
 この図から、①小学生より中学生の不登校生徒が圧倒的に多く、変動の起伏が激しい。②小学生は
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図３ 「平成18年度 不登校生徒に関する追跡中佐報告書」文部科学省 2007年 作成：但田 
 
東京都の板橋福祉事務所の調査によると、生活保護受給世帯で暮らす不登校生がその他の不登校生徒



























把握し切れているとは言えない。そこで、2018 年 12 月に公表された日本財団「不登校傾向にある子
どもの実態調査」の結果を参考にすると、不登校傾向の中学生が増加していることが明らかになった。 
     日本財団「不登校傾向にある子どもの実態調査」調査概要 
     調査目的：現中学生、中学校卒業後～22 歳の子どもたち本人を対象に 




     調査対象者：①本調査 中学生 6500 人（12 歳～15 歳） 卒業生 13500 人（15 歳～22 歳） 




図４ 「不登校傾向にある子どもの実態調査」日本財団 2018年 12月 作成：但田 
(%)
 12 稚内北星学園大学 
 








































   (2)中学生を主軸に「教え合う」「学び合う」活動を通じて、「学び」の心を育む 
   (3)児童生徒が主体的に学び合い能動的に取り組む力を身につけ、交流を通じてコミュニケー
ション能力の」工場を図る。 
2.主催 豊富町教育委員会 
3.期日 平成〇〇年〇〇月〇〇日～〇〇日 ※夏休み、冬休み期間中３日間程度 
4.会場 豊富町セミナーハウス 
5.対象 町内小中学生 
6.日程 10:00～12:00 小学生チャレンジ教室 
    12:00～13:00 昼食 
    13:10～14:10 中学生チャレンジ教室 
    14:30～15:30 スポーツ交流 
    16:00～18:00 休憩、夕食準備 
    18:00～19:00 夕食、後片付け 
    19:00～20:30 反省会議、補助教材の準備 
    21:00～23:00 入浴、談話 
    23:00     就寝            ※6:00 起床、朝食準備 
表１ 豊富町「学び」の教室実施要項 豊富町教育委員会 2018年 7月 
写真１まちなかメディアラボ 









  ①各小中学校に長期休業中の課題や学習進度等の事前の情報提供 
  ②各小中学校の教員との懇談 
  ③補助教材が提供できる印刷環境 
 図６は教室ごとの全体の参加人数、図７は１回（１日）平均の参加人数を示したものである。 
  
図６ 教室（サマーチャレンジ、ウィンターチャレンジ）ごとの参加人数 作成：但田 
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同時に学生の指導体制を次のように改善した。 
  ①情報提供を基にした事前の教材準備 
  ②学年担当を固定化し児童生徒との信頼関係の構築 


























 (1)名 称   「教たま数学教室」 
 (2)主 催   稚内北星学園大学ＣＯＣ地域教育支援室（連絡先：但田研究室） 
(3)内 容 
①支援対象   中学生（最大４名）  ※説明・面談を実施 
②学習内容   数学（９０分） 
③実施日時   毎週火曜日 前期 18:00～19:30  後期 17:00～18:30 
〇期間と開催回数  前期 ５月～７月  後期 ９月～１２月  ２５回 
〇特別教室 「夏休み教室」（夜）３回 「冬休み教室」（夜）３回 ６回 
学生による無料学習支援活動の成果と課題  
～稚内市「教たま数学教室」、豊富町「チャレンジ教室」を通じて～ 
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④会場  「まちラボ」 ※特別教室は「地区拠点センター」（昼間）の活用検討 
(4)報 酬   学生１回（９０分） １人 2,000円（含む 教材研究、交通費） 
(5)体 制   ※ＣＯＣ地域教育支援室事業への学生参加 
①学生   〇指導学生（４年生 １名  ３年生 ７名  ２年生 １名） 
〇１回２～３名（主と副）。※部活動を優先に希望を取る。 
②教員   〇主担当：但田  副担当：澁谷、米津、加藤 
(6)関係機関との連携 
①保護者懇談会  前期、後期に１回開催する。（教員対応） 
②「教たま数学教室」を語る会（学生主体） 
〇貧困対策を重視し、教育・福祉行政、学校関係、自治体関係者 等 








    





























































































記録：〇〇  日時：12/4（火）18:00～ 場所：まちラボ 
17：30 学生集合目標：入試問題にチャレンジして、1問でも多く解けるようになろう。 
 スケジュール 






グループ名：♠１ 内容：入試の大問1の問題 生徒：3名        担当：〇〇 
・問題はスラスラ解けていたが、符号ミスが目立った。 
  →次回同じような問題を解く場合も、符号ミスには気を付けて指導する必要がある。 
・指導者側の考えた例題が相応しくなかった。 
  →最終的な計算結果が解けない問題を作ってしまっていた。 
・発言も多く、全体的には出来ていたように感じる。 
グループ名：♧ 内容：裁量問題 生徒：4名             担当；△△ 
・難しいところは手が止まるが、基礎的なところは解けている。 
・ホワイトボードを見て話さないつもりだった。 





  →後ろから見たときに見やすい図にする。 
・生徒への問いかけは多かった。 
  →全て答えられていたわけではないが、生徒の考えるきっかけになる。 
・事前の準備不足であった。 
  →わからない問題や教え方がわからない場合は先生方に聞く必要がある。 
＜ 中 略 ＞ 
教員② 
・わかっていなくても頷くことがあり、本当にわかっているのかわからない 
  →もしかしたら学校と同じように進んでしまっているかもしれない。 
  →生徒に対して、チェック方法を考える必要がある。 
  →ただの頷きはわからないので… 
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・文部科学省 「不登校に関する実態調査 平成18年度不登校生徒に関する追跡調査報告 
書」2019年 2月 
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・文部科学省 「平成26年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す 
る調査」2015年 9月 
・文部科学省 「平成27年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す 
る調査」2017年 2月 
・文部科学省 「平成28年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す 
る調査」2017年 10月 
・文部科学省 「平成29年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す 
る調査」2018年 10月 
・東京都板橋福祉事務所 「平成18年度不登校児童・生徒と貧困 生活保護世帯の不登校  
 児童・生徒への支援」2008年 10月 
・日本財団 「不登校傾向にある子どもの実態調査」2018年 12月 
・内閣府経済社会総合研究所 「日本の子どもの貧困分析」2017年 4月 
 
● 英文タイトル 
Results and problems of students' free learning support activities 
~ Wakkanai City "Kyotama Mathematics Classroom", through Toyotomi Town "Challenge Classroom" ~ 
 
● 英文要約 
In the survey conducted by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, school refusal 
students enrolled in more than 6 schools in 10 elementary and junior high schools across the country, and 8.5 in 
10 schools in junior high school. According to recent survey by the Nippon Foundation, a shocking survey result 
that one in ten junior high school students tendency to fail school attendance was announced, and as for reasons 
not to want to go to junior high school, factors other than the physical symptoms " I do not know "" I can’t get 
good grades "" I do not want to take a test ", it turned out to be learning reasons. At the same time, the problem of 
poverty in children generated by a disparate society has an influence on the original way of learning that they 
learn by themselves with school lessons that are forced to improve academic ability. As a result, students who are 
not non-attending students are considered quietly spreading poverty trends (1) in ability, such as "I do not 
understand lessons" or "I can’t say I do not understand". 
In this thesis, based on the teaching system and guidance method that led students to learn by themselves through 
learning support activities for elementary and junior high school students that the University has developed as 
"the base of the earth (knowledge)" of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology , 
Practical consideration will be given on how to proceed with interactive and deep learning to restore motivation 
for learning and confidence to learn. 
